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敦燈B157窟新発見ウイグル文「阿含経」断片二件
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阿噴煙爾米爾十馬力

は　じ　め　に

　！988年から1995年にかけて敦燈研究院が敦焼莫高窟北区で六度にわたる考古学的発掘を

行った。その結果，北区洞窟から多くのウイグル文献断片が発掘され，その写真は彰金章，

王建軍，敦燵研究院によって編集された三巻本日：煙莫高窟北区石灘に掲載された。これ

らのウイグル文献の多くは仏典であり，「附方寸」断片も含まれていることが張鉄山教授に

よって明らかにされた。張鉄山の研究によればB52，　B53，　B54，　B！25，　B157，　B159の六

つの洞窟から出た「阿含経」断片が七種あり，その行数サイズ，及び参考文献は以下の通

りである1）：

文　　獣 回数 サイズ 経，巻 参考文献

B52（甲）；18 27率28 27．9×15．4 中阿含，巻51 張2001b
xakup　2003

B53：13 21÷21 王3．1×11

V、7×113

雑阿含，巻7 張2001a
xakup　2003

B54：14 32 口訳雑阿含，巻15 張2003c

B54：15 2！ 中皿含，巻25 張2003b

B125：！（背） 96 67x25．7 増一阿含，巻33，34 張2005

B1571！6 15 14．8×6 長阿含，巻1 張2003b

B159：3－1，2，3（背） 116

@5
@5

97．3×259

R．6x！1．2

R．8×3．2

別訳雑阿含，巻7 張2001c
｣2003a

　これらの中，B157窟から発掘された断片B157：16は2003年に張鉄山によって，『長阿含

経』に属することが判明したが，筆者は隅窟出土のもう二つの断片B157：25とB157：17も

岡じく「阿含経」に属することに気付いた。B157：25は緩阿含綴巻17の一部であり，

1）敦燵薪発見のウイグル文献の研究状況と内容については，Yakup　2006に詳しい紹介がある。こ

　の表の一部はYakup　2006のリストを参考にした。　B54：14の写真は『敦焼莫高窟北区石窟」（第

　一巻）に載せられていないが，張2003cによれば五つの断片を組み合わせると，32行となる。

　B159：3については，張2001cでは断片をB159：3－！，2，3，4（背）の四つに分け，緻焼莫高窟

　北区石窟蟷（第下巻）ではB159：3－1，2，3（背）の三つの断片とし，　B159二3－1を「友」「右」に

　わけている。
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B！57：17は『増一阿含経』巻1の一部である。張鉄山が確認したB157：！6は『長附含経』

に属し，内容も筆跡もB！57二25とB157：！7と異なるが，岡じ洞窟で「阿含経」断片が何回

も出土していることから，B157洞窟では「阿含経」の翻訳が盛んであったことを示してい

る。以上三枚の「i珂含経」断片はすべて草書体である。B157：25の筆跡は粗略といえる。

B157：！7はきれいな細筆で書かれ，天地に匡郭がある。

　以下ではまずB157：25とB！57：17を簡単に紹介し，テキストのローマ字転写，日本語訳，

対応漢文および注釈をあげる。ローマ字転写の［］で括ったものは推定再構形式である。

ウイグル文テキストに書かれた漢字は対照する漢文中では太宇で示す。転写の右肩の英掌は

原漢文の該蝸部分を示している。

1　B157：25

　今までに発表された研究によれば　ウイグル文『長阿含経』断片は詳説，ベルリン，サン

クトペテルブルグに所蔵されており，ベルリンのものは百済康義とッィーメ（Peter　Zieme）

共著によって，サンクトペテルブルグの所蔵晶は庄垣内正弘によってテキストエディション

が提出されている。これらのウイグル文『長流含経』の所蔵機関2），行数サイズ，参考文

献はそれぞれ以下の通りである：

文　　献 所蔵機関 行数　　サイズ 巻属 参考文献

Si　2Kr．18 サンクトペテルブルグ 22 巻1 庄垣内2000；2003

S亙KL　IV　298 サンクトペテルブルグ 20 15，1×！2 巻1 Sh6gaito　1998

B157：16 敦燈研究院 ！5 巻1 張2003b

Ch／U7262 ベルリン ！8 14．5×7 巻2 Kudara　and　Zieme　1983

Ch／U3913 ベルリン 32 28．5×25．2 巻2 岡上

U6026 ベルリン 17十16 15×13．5 巻3 Kudara　a且d　Zieme】．995

Ch／U6092 ベルリン 6
10×8．5

V×6
巻4，7 Kudara　and　Zieme　1983

Ch／U6113 ベルリン 16 10．5×16．5 巻7 1司上

TIIID（Dahlemll140） ベルリン 13 10．5×163 巻8 1司上

Ch／U7555 ベルリン 10 巻21 岡上

　B157：25は先述のように『長阿含経』巻！7に属する。縦46cm，横4．7cmで，草書体ウ

イグル文字で書かれている。表面と裏面のそれぞれ8行が読める。ウイグル文字の間に

ヂ又」，「勇健大賀」，「汝今誰⊥「進」等の漢字が書かれている。その申の「勇」の字は「尊」

のようにも見える。「誰」は「崩字の書き問違いである。この悶違いこそ，文献が今まで

2）　ドサンクトペテルブルグ」はロシア科学アカデミー東洋写本研究所，「ベルリン」はベルリン・

　ブランデンブルグ科学アカデミー一を表す。
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同定されなかった回訓の一つであろう。

【転写】

　！57：25　（表）

O！こ

02　［

03藝

e4　［

es　［

06　［

07　［

08　［

　］kyd　［

　　k］“nt“zmaki　kbz［unurA

　　　］又in6ip　naguB［

　　　］sae　soqunup　yunupC　［

　　　］yom7’inta　aldasi’pD　［

Bariγ勇健大島alpE［

　yert］in6tlt－t2　bil［F

　　vaSal〈a］re　braman－1’［7G

157：25（裏）

Ol　［

02　［

03　［

04　［

05　［

e6　［

07　［

08　［

　eli］gin　onginK　［6ngin

］607－1’n　yal［in－ini

az一］6a　yorΣyu　J三針誰［

］argay－S（a）n　meni　K又ta§［Urgay

］ulu7　quvra7－lmlnL　［

前3進iligM　［

　Og］r“n6ug　tepN　［

　　］WZ　tW［

【翻訳】

　（衷）Oi　（大王が夫人に聞く）：02（今夜は）昼のような明るい（満月の日だ）。03（お前は）又

何を（するべきだと思う？）04（答え：髪）を洗い，入浴し……05（太子が）共に謀って

　（辺境の反乱を討伐すると答えた）。。6（王が）勇健大将（に聞く）。07（大将が四兵を集め

　て）天下の（動きを）察知（すると答えた）。08（王が爾舎）婆羅門（の既に行き……）。

　（裏）Ol（阿閣世王が象に乗って、五百の夫人を五百の牝象に乗らせ，）一入ずつ手に（松

　明をもたせ），02（大王の）威嚴（を顕した）。03（大王が）少し進んで・［汝今誰］（寿命童

　子に聞いた）：（お前は今私を欺いて，）04私を（陥入れようと）している。05（私を）私の

　民衆（に敵対させたいのか？）06大王（が）前に進めば碓］，（必ず福）慶（を得る）。07

　（大王また少し前に歩いて寿命童子に）聞く……08……

【漢語原剣

　［0！07a21］一時。佛在羅閲祇書奮童子篭婆園中。與・大比丘衆千二百五十人倶。
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［0107a22］爾時。王阿閣世誰提希子以十五日月満時。命一夫人而皆之日。今夜清明A。與

書無異。當何B所為作。

［OlO7a25］夫人白王欝。今十五日夜月瀧時。與豊無異。宜沐髪操浴。。輿諸嫌女五欲劇

的。

〔OIO7a27］時。面輔命第一太子優耶婆陀而告之日。今夜月十五日月瀟時。與豊無異。當何

所施作。

［0107a29］太子白三E言。今夜十五睡月瀦時。與書無異。宜集四兵。輿共謀議D伐於邊逆。

然後還此聴罪総記。

［0107bO2］時。王又命勇健大周E而告殴込。今十五日月満時。其夜清明。與書無異。當何

所為作。

［0107bO4］大桑遺言。今夜清明。輿輩無異。宜集四兵。案天下。知F有逆願。

［0107bO5］階。平身紅雨舎婆羅門G蒲告隔日。今十五日月満時。適意清明。輿豊無異。當

詣何等沙門婆羅門所能開悟我心。

［e107c！9］阿閣世王自乗費象。使五百夫人乗五百牝象。手各H執炬。現王威嚴1。娼羅閲祇。

欲詣佛所。小行進J路。告壽命日。汝今誼我。陥購於K我。引我大衆L欲與冤家。

〔OlO7c221壽命白雷。大王。我不敢動議。不敢脇固引王大衆以與冤家。王復前進M。必獲

福慶N。

［0107c24］時。王小復前進。告壽命言。汝認証我。陽画於我。轍鮒我衆持與冤家。如是再

三。所以者何。彼有大衆千二百五十人。寂然無聲。將有謀也。

（大正新訂大典経第0！冊No．0001長阿含経）

【注釈】

　B157：25　（表）

03）この行に挿入された漢字ド又」は翻訳者によって挿入された文字で，ほかの翻訳方法

があることを表す。B157：25（裏）4行園にも同じ表現がある。ウイグル語でyama　ter

　とセットで書かれることもあるが，この注記は，論書あるいは阿含類ウイグル文献によく

　使われている。in6ip　nagit：in6ipはウイグル語仏典では「当」，「而」，「即」等の漢字に当

　る［庄垣内1993：268］。ここのin6ip　nagUは漢文の「當何所為作」に当たるものと推定

　できる。

04）soqunup　yunup：漢文の「沐髪濠浴」に当たる。百済とッィーメが発表した『中阿含

　糊断篇に類似の例がある：

suqunup　yunup　aritfn王p「於十五日論從解脆時。沐浴漂洗。昇正殿巳。」こKudara　and

　Zieme1990　：　132］0

08＞［va話aka］re：＜Skt．　vagakara「雨舎」；braman：〈Skt．　brahma準a「婆羅剛。

　157二25　（裏）
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0！）［eli］9in　6ngin［6ngin＝この行にはウイグル文字gy鷺wyngynだけが残っている。

wyngynは6ngUnで「各」にあたる。ウイグル文献の6鷺gin　6nginは漢文の「各」に当た

られた例がある［庄垣内！993：311］。それに従ってこのウイグル文が漢文の“手各国炬”

に当たると推定したい。gynはeligin「手（具格）」の一部と判断できる。

03）汝今回：「誰」は「読」の誤写である。

ll　B　157：！7

　BI57：17も草書体ウイグル文字で書かれ，縦13　cm，横2．7　cmである。表爾と裏面のそ

れぞれ6行が読める。ウイグル文字の問に「側と「弥」二つの漢字が挿入されている。

“便”字の偏が欠落している。“弥”字は“弥勒”を示す。考察の結果，B157：！7が野増一

阿勾張』巻一に属し，一巻零丁の頒に巌たることが分かった。挿入された漢字はこの丁丁の

初めの漢字の一字を取ったものである。ほかの「阿含経」断片と同じく，ウイグル語訳文は

原漢文の抜粋と考えられる。原漢文と対照すると，ウイグル文の表醸と裏面の問に漢文頒の

20行40二分が欠落していることがわかる。しかし、翻訳された部分だけを考えるなら，訳

文は完壁で．抜けている部分はない。多くのウイグル『附含綴が短い抜粋文であるのに対

し，B157：17が長文をそのまま翻訳しているところが特徴的である。

　ウイグル文鰭一阿鼻纏はベルリン，マインツ，サンクトペテルブルグ，ストックホル

ム，京都，奈良，北京，敦燈等に保存されており，その文献の所蔵機開，行数サイズ，該

嶺巻及び参考文献は以下の通りである：

文　　献 所蔵機関 行数 　　“Tイス 巻属 参考文献

U2068十Mz609b＋U1
S36十U1420

ベルリン 40十40 序品 Kuδara　and　Zieme　1995

ウ835 大谷？ 4 8，5×63 巻！ 同上

Ch／U8！66 ベルリン 9 9．5×93 巻1 Kitsudo　2007

番暑なし 北京国家図書館 28十23 不明 巻！ 張1997

Ch／U6680 ベルリン 9 7．3x7．5 巻！5 Kitsudo　2007

K：六ウ＋K：六 藤井有隣館 27十27 巻24 庄垣内1982

第13丁 天理図書館 15 18．5x185 巻30 百済1986

B125：1 敦焼研究院 96 67x25．7 巻33，34 張2005
S工K：r．工172 サンクトペテルブルグ 29 14×25 巻37 庄垣内2003

SI　Kr．1173 同上 ！三十36 27x33 瞬上 岡上

SI　Kr．1！74 同上 8 7×75 1司上 同上

Sl　Kr．1！75 同上 5 5×6．8 岡上 同上

Sl　KrJ！78 同上 2 13x6 岡上 同上

Sl　KrJ！86 同上 22十1 15×2α5 瞬上 岡上

Sl　Kr．1！87 同上 29 12×37．5 購上 同上

S亙KLI188 岡上 12 9．8×9．5 隅上 同上

SI　Kr．　i　189 同上 9 11．5×8．8 岡上 1司上

K九ウ＋K九 藤井有隣館 24÷19 巻50，51 庄堰内1982
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　これまで『増一阿含緻に関する研究の中で，序贔の初めに現れる頒に関わる断片につい

てのものはいくつかある。その中，U2068，　Mz609b，　U1436，　U1420と写真だけが残され

ているウ835は百済とッィーメによって撮版された。また同じ巻一序撮に属するCh／U8166

が橘堂の手で研究され〔Kitsudo　2007：102－104〕，北京の國家図書館に所蔵されている番号

不明の一件のウイグル断片は張鉄山によって刊行された。この中にCh／U8166を除くベルリ

ン蔵品は全て楷書体で書かれている。大谷中品のウ835とCh／U8！66は草体で書されている

が，筆跡がB157：17と異なる。ただ張鉄山が刊行した北京国家図書館所蔵の文献だけが

B！57：17といくつかの嗣じ特徴を持っている。

　張鉄山によって刊行された北京国家図書館蔵il増一阿含経』断片は以下の特徴を持ってい

る：

！）草書体，貝葉型，両面使用である。

2）ウイグル文字の問に多くの漢字が挿入されている。その漢字はすべて一字で，頒句の文

　頭の漢字を一字とったものである。

　これらの特徴はB！57：17と全く同じである。写真によっても両文献がpm　一の手で書かれ

たことが判る。これらの共通点に基づいて，B！57：17と北京国家図書館の『増一阿含経』

が同一の文献に所属すると言って間違いないであろう。

　張鉄由の紹介によれば北京名家図書館のウイグル文『増一阿含緻残巻は敦燈から鵡た

ものらしく，1928年以前に東北のある県の県長である鼻息甫という人が西北旅行で，諸藩

の千仏師に参詣した時，王道士に所望して入手したという。この巻子が1933年に北京故事

午門で一度展示され，1936年に方雨楼氏に牧藏され，そのあと方雨楼から北京図書館に寄

贈されたそうである。心高窟北区新発見のB157：17が，北京の国家図書館のこのウイグル

文『増一附含経』と岡類であることは，国家図書館蔵品も莫高紐北区石窟の遺物であること

を証明している。

【転写】

　！57：17（表）

　Ol　ar　ke6　turγu7ψA［yertin611－ta云曲tagin］

02　kaz－igi　itlinm2z－Un　ulaγ一こ賦aB三a6　asanke一］

　03　lar－tl’n　bar“　y17’ml’S　termiS［一ta　C　noiin　ardinHar一］

　04　［ig　〈Mdi　］　t6rt　b61Ug　qu［vra7］　b［o］1［up　agidgali］

　05　［nom　2］rdinig夏）　〔已a3きidむtUk農tdUkta　6truE

　O6　［bolur　6ngi　UdrUlgali　alqu　tUrlUg　amg2］1〈一lar－tinF

　！57：！7　（裏）

Ol［　　　　］便伽諺G［　　　］
　02　［　yarttq　yaSu］q　［sa］viglig　ongittg　ql’rtl’gi’i
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03［一韮γ“z－a普tU加yapa　yar］ut41　tln11γ一lar－iγ：qaltI

O4［yang1　tuγm踏k蓑］n　t譲ngr［i　ta］gl．弥maytri　bodistvJ

O5　k6r［U］P　ya［ru］q－fn　ulat壊z－rua　xormuz－t［a牧　］K

O6　yaこ　　　　　　　　　　　　　　　　〕

【｛翻訳】

　（表）。i（仏法）が世問で長く存在するの（を願う）。02如何に次第は連続において失われな

　いか？03三阿僧祇から（法宝を）集めたことで04四部の人々（がこの法を聞くことができ

　る）。Q5（この仏法を）聴き終わった後にe6既に（苦）から（離れる）。

　（裏）01（懸難尊者は）便ち（光輝き）TO2和やかな顔色で03普く人々を照らした。あたかも

　朝陽のごとし。04弥勒菩薩が05この光を見て，そして帝釈天，梵天が06……

【漢語原典】

《増一【珂含経》序贔第一一

　迦葉哀慰於世故　　　加憶尊恩過去報

世尊授法雨阿難　　布演法長出世A

　云何次第不失緒B　　三阿僧祇集。法實

　使後曲部得聞法D　　已聞便E遠離衆苦F

　（中略）

　論難仁和四等具　　　意磁位微師子吼

　爆薬四部謄虚空　　　悲泣揮面諭自勝

　便G奮光明和顔色｝至　普照衆生亥旺1初1

　弥勒J観光及繹梵K　牧捨遽聞無上法

　（大正新脩大藏経第02｛H｝No．0！25増壼1阿含経）

｛注釈】

　157：17（表）

02）kaz－igi　itlinmaz－U且ulaγは漢文の「次第不炎緒」に当たる。～行ffの後ろの半分が抜

　けているが，漢文の「云何」に当たるはずなので，n2taginと補正した。　ulaγは漢；字の

　「緒」に当たる。「緒」は「始まりj，f続き」，　f系統」などの意味を表す。

　03）［a6　asanke3－lar－t1n　barU　yiγmi§termi9［一ta　nom　ardini－lar－ig］は漢文の「三阿僧祇

　語法寳」に巌たる。一lar－tinの葡は切れているので，漢文に従って［tt6　asanke一］と補蕉

　した。

　04）t6rt　b61Ug　qu［vraγ］b［o］1［up　a6idgali　nom　a］rdinigは漢文の「使後四部得聞法jにあ

　たる。「四部」は「四部衆」を顕す。ド増一阿叔纐巻一序品では「暇部」は時に「四部
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衆」の形で出てくる。ウイグル文献の訳者は「四部」を正しく理解し，「衆」を顕す

quvraγを入れて翻訳した。

05）［a］　rdini：〈Skt、　ratna「宝」。〔a踏idU　tukatdUk懐は漢文の「已聞」に巌たる。　a§idU

のa字がぬけているが，原漢文によってaを補った。

06）この行にはウイグル文字k－lar－tinだけが残されている。この行は漢文の「立証衆蕾」

に当たる故，［bolup　6ngi　UdrUlgali　alqu　tarlUg　amga3k－12r－tinと補正した。　Ongi　Udral一が

「離」と当たる例がある：barc’n　6ngi　QdrUlrnak「離繋」［庄垣内1993：386〕。　f衆苦」が

alqu　tlr1Ug　amgakに当たる。ウイグル文献にはalqu　tarlUg　amgakという形がよく使われ

ている［R6hrborn1977：！02；DTS：39〕。

157：17　（裏）

Ol）漢字「便」はウイグル文字の問に挿入された漢字である。第5行にも同じような挿入

漢字「弥」が見られる。この二つの挿入漢字は頒句の文頭の漢字を～字とったものである。

筆者がB157：17と岡～の文献と判断した北東国家図書館所蔵の『増一阿含緻にも間じ

性格の挿入漢字が見られる。それらの漢字を原典から見ると以下のようになる：

思惟一法無放逸

法面心念十戒念

軸距安融着身念

此名十念富有十

初化拘隣真佛歯

並此方血涙一法

四五六七八九十

從一心～至諸法

一一 ﾅ心義亦深

云何一法謂念佛

十念去相次猛士

死念並並謂十念

次後首穂尊弟子

最後小者名須抜

1＝從二法三三從三三

十一之法無不了

義豊慧廣不可盤

是：品名日増萱含

　以上の例の太字は北京圏家図書館所蔵の『増一附語経』のウイグル文字の間に挿入され

た漢字である。これらの挿入漢字はすべて文頭の一字だということがわかる。これに従い，

B157：17の切られている部分にも漢字が挿入されているはずだと思い，再構の時，「普」，

ヂ牧」などの漢字を入れておいた。

02）yaruq　ya§u］q［sa／viglig　6ngl“g　q1rt1§は「便奮光明和顔色」に当たる。6nglUgの前

に文tbe　vyklykだけが残されている。「和」に蜘たる部分と思われるのでsavigligと推定し

た。［s2］vigligの前は切れているが，漢文のヂ光明」に当たるはずなのでyaruq　yaSuqを

補った。「光明」がyaruq　yaguqに当たる例があるlqarangγuta　kUs2sar　ti12yUr　a6Un

yruq　yaSuqwwuγ膳i中欲晃求光明故」［庄垣内1993：400］。

6ng　qlr囑は熟語で，漢文の「容測に当たる：

6ngi　qirtlg－1’　60”　yall’ntadgUsi　adr2mi　savi　s6zi　yaruqi’　yaltri’qi’　ton　didimta　ulatl　savlark’　rE’＃

貌威徳言語光明衣冠泣訴」［庄垣内2008：624］。ここで6ng　qirt16は漢文の顧色」に当
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てられている。6ngの後ろに接尾辞一IQgが付いているため，　q1r臨の後ろにも接尾辞一11γ

をつけておいた。

03）qalt董（．．．tag）は漢字の「如」に蟻たり，その後が欠けているが，漢文の「普照衆生

如睡初」に当たる。また文字t諭griもしっかり見える。百済とッィ～メ研究したウイグ

ル文献に似た表現の「禅智慧力顛月初」があってdyan　bilg2　biliglig　ka6　arsar　qaltl　yangi’

tuγm1きay　tangri－tag　arttrと翻訳されている［K：udara　aad　Zieme1995：63］。これによって

qalt1の続きをyang辻uγ磁§kαn　t2ngri　tagと補った。

05）養z－rua：＜Sogd．’zrw’（Skt．　brahma）「梵天」。　xormuz－t　［a］：〈Sogd．　xwrmwzt’

「帝釈天」。azゴua　xormuzは漢文のギ釈梵」に当たる。

［追記］本稿執筆に際して庄垣内正弘教授と木田章義教授のご指導を仰いだ。ここに記し，

　　両教授に深甚なる謝意を表する。
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